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第 章２

障がいのある人の現状



- 12 -

第１節 障がいのある人の現状

１ 身体障がいのある人の現状

身体障害者手帳交付者数は、平成29年9月30日で、2,030人となっており、総人口46,887人

に対する割合は4.3％で、平成26年3月末と比較すると約5年間で人口割合において0.1%増

加しています。

年齢階層別に見ると、平成29年9月30日では、65歳以上が1,464人と、全体の72.1％を占

めています。

（単位：人）

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

36 35 36 38 371 8 歳 未 満

2,006 2,002 1,935 1,946 1,9931 8 歳 以 上

2,042 2,037 1,971 1,984 2,030合 計

（注）平成29年のみ9月30日現在、それ以外の各年度は3月末現在

(単位：人)

0～17歳 18～39歳 40～64歳 65歳～ 合 計

37 84 445 1,464 2,030

（注）平成29年9月30日現在

　0～17歳

(1.8%)
37

18～39歳

(4.1%)
84

40～64歳

(21.9%)
445

65歳～

(72.1%)
1,464

■身体障害者手帳交付者の年齢階層別の割合
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平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

全体 2,042 全体 2,037
全体 1,971 全体 1,984 全体 2,030

2,006 2,002 1,935 1,946 1,994

36 35 36 38 37

■身体障害者手帳交付者数の推移

全体

18歳以上

18歳未満
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(単位：人)

年齢 人数 年齢 人数 年齢 人数 年齢 人数 年齢 人数

6 10 39 164 3020～ 4歳 20～24歳 40～44歳 60～64歳 80～84歳

11 21 64 256 2405～ 9歳 25～29歳 45～49歳 65～69歳 85～89歳

13 20 78 246 15610～14歳 30～34歳 50～54歳 70～74歳 90歳～

9 31 100 264 2,03015～19歳 35～39歳 55～59歳 75～79歳 合 計

（注）平成29年9月30日現在

障がい等級別では、平成27年3月末には、１級が600人（29.5％ 、２級が333人（16.3）

％ 、３級が355人（17.4％ 、４級が558人（27.4％）だったのに対し、平成29年9月30日に） ）

は、１級が635人（31.3％）と35人増加し、２級が307人（15.1％）と26人減少、３級が32

5人（16.0％）と30人減少し、４級が553人（27.2％）と5人減少しています。

平成29年9月30日の１・２級の重度者数は、平成27年3月末と比較すると約３年間

、 。で9人増の942人となっており 身体障害者手帳交付者全体の46.4%となっています

(単位：人)

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

600 333 355 558 96 95 2,037平成26年度

635 307 325 553 106 104 2,030平成29年度

（注）平成29年9月30日現在

0人

100人

200人

300人

400人

0～ 5～ 10～ 15～ 20～ 25～ 30～ 35～ 40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～ 75～ 80～ 85～ 90～

6 11 13 9 10 21
20 31 39 64 78 100

164
256 246 264 302

240
156

■身体障害者手帳交付者の年齢階層別の現状

１級

(31.3%)635

２級

(15.1%)307

３級

(16.0%)325

４級

(27.2%)553

５級
(5.2%)106

６級

(5.1%)
104
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(単位：人)

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

17 9 2 5 3 1 37０～１７歳

36 14 16 10 4 4 84１８～３９歳

129 73 60 125 34 24 445４０～６４歳

453 211 247 413 65 75 1,464６５歳～

635 307 325 553 106 104 2,030合 計

（注）平成29年9月30日現在

0人

100人

200人

300人

400人

500人

　０～１７歳 １８～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳～

17
36

129

453

9 14

73

211

2 16
60

247

5 10

125

413

3 4
34

65

1 4
24

75

■身体障害者手帳交付者の年齢階層別に見る障害程度の現状

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
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　０～１７歳 １８～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳～　　
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障がい種類別に見ると、平成29年10月1日では、肢体不自由が1,169人と全体の57.6％

を占めており、次いで内部障害が559人（27.5％ 、音声･言語等･聴覚･平衡機能障害が18）

3人（9.0％ 、視覚障害が120人（5.9％）となっています。）

(単位：人)

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

116 114 112 117 120視覚障害

182 179 177 174 182音声･言語等･聴覚･平衡機能障害

1,278 1,253 1,183 1,158 1,169肢体不自由

466 491 499 535 559内部障害( )心臓・じん臓機能障害など

2,042 2,037 1,971 1,984 2,030合 計

（注）平成29年のみ10月1日現在、それ以外の各年度は3月末現在
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(人)

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

116 114 112 117 120

182 179 177 174 182

1,278 1,253 1,183 1,158 1,169

466

2,042

491

2,037
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1,971
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■身体障害者手帳交付者の障がい種類別の内訳

内部障害

肢体不自由

音声･言語等･聴覚･平衡機能障害

視覚障害

（心臓・じん臓機能障害など）
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(単位：人)

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

36 33 15 12 13 11 120視覚障害

8 32 31 60 1 50 182合 音声･言語等･聴覚･平衡機能障害

182 237 233 382 92 43 1,169肢体不自由

409 5 46 99 - - 559計 内部障害(心臓・じん臓機能障害など)

635 307 325 553 106 104 2,030合 計

【内訳】

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

- - - - - - 0視覚障害
18

- - - - - 1 1音声･言語等･聴覚･平衡機能障害
歳

13 9 2 5 3 - 32肢体不自由
未

4 - - - - - 4内部障害(心臓・じん臓機能障害など)
満

17 9 2 5 3 37合 計 1

36 33 15 12 13 11 120視覚障害
18

8 32 31 60 1 49 181音声･言語等･聴覚･平衡機能障害
歳

169 228 231 377 89 43 1,137肢体不自由
以

405 5 46 99 - - 555内部障害(心臓・じん臓機能障害など)
上

618 298 323 548 103 103 1,993合 計

（注）平成29年9月30日現在

0

200

400

600

800

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級36 33 15 12 13 11

8
32 31 60 50

182
237 233

382

92 43

409
5

46

99

0 0

■身体障害者手帳交付者の障がい種類別の現状

視覚障害 音声・言語等・聴覚・平衡機能障害

肢体不自由 内部障害

（人）

（心臓・じん臓機能障害など）
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２ 知的障がいのある人の現状

療育手帳の交付者数は、平成29年9月30日で578人となっており、総人口46,887人に対

する割合は1.2％で、平成26年3月末と比較すると約３年間で44人増加しています。

年齢階層別に見ると、平成29年9月30日で18歳以上が431人で全体の74.6％を占めてお

り、18歳未満が147人（25.4％）となっています。

(単位：人)

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

42 42 40 36 30Ａ

95 99 99 106 11718歳未満 Ｂ

137 141 139 142 147計

168 169 179 174 164Ａ

229 233 236 253 26718歳以上 Ｂ

397 402 415 427 431計

534 543 554 569 578合 計

(注1)平成29年のみ9月30日現在、それ以外の各年度は3月末現在
(注2)療育手帳Ａ：最重度、重度 療育手帳Ｂ：中度、軽度

0

100

200

300

400

500
(人)

　０～１７歳 １８歳以上

30
164117

147 267

431

■療育手帳交付者の年齢階層別の現状
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Ｂ
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■療育手帳交付者数の推移

18歳以上

18歳未満
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療育手帳の初回取得年齢について、昭和・平成生まれをライフステージごとにより統
計を行いました。

昭和生まれにおいては、義務教育時（１５歳以下）における取得者は343人中に対し
110人と全体の32.1％となっており、１９歳以上での取得者が207人と60.3％を占めてい
るなど、高校卒業後の年齢層、とりわけ成人になってからの取得割合が高くなっていま
す。

平成生まれにおいては、小学校卒業前までの取得者が全体235名中に対し168名となっ
ており、全体の71.5％を占め、特に小学校入学前の年齢層で105名（44.7％）であるな
ど、早期に取得する傾向が見られるようになっています。

■初回交付年齢
年齢 昭和 平成

51 105０～ ６歳

25 63７～１２歳

34 38１３～１５歳

26 10１６～１８歳

67 19１９～２９歳

52 -３０～３９歳

43 -４０～４９歳

30 -５０～５９歳

15 -６０歳以上

343 235計

■療育手帳の新規取得の年齢分布状況

（注）平成29年9月30日現在
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51

25
34

26

67

52
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30

15

105
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38

10
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0 0 0 0

年代別新規取得年齢

昭和

平成
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３ 精神障がいのある人の現状

保健所で把握している精神障がいのある人の数は、平成29年9月30日で1,137人となってお

り、同月末の総人口46,887人に対する割合は2.4％で、平成25年12月末と比較すると約４

年間で109人（10.6%）増加しています。

精神保健福祉手帳の交付者数は、平成29年9月30日で246人となっており、障害の程度別

では重度の１級が29人（11.8% 、中度の２級が147人（59.8% 、軽度の３級が70人（28.5） ）

%）です。

(単位：人)

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

1,028 865 972 1,068 1,137保 健 所 把 握 数

177 202 239 217 246精神保健福祉手帳交付数

（注1）保健所把握数は、平成29年のみ9月末、それ以外の各年度は12月末現在
（注2）精神保健福祉手帳交付数は、平成29年のみ9月末現在、それ以外の各年度は3月末現在
資料：渡島保健所

(単位：人)

１級 ２級 ３級 合計

- 1 1 20～19歳

5 37 24 6620～39歳

13 94 36 14340～64歳

11 15 9 3565歳以上

29 147 70 246合 計

（注）平成29年9月末現在 資料：渡島保健所
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1200
(人)

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

1,028

865
972

1,068
1,137

177 202 239 217 246

■精神障がいのある人と精神保健福祉手帳交付者の推移

保健所把握数

精神保健福祉手帳交付数
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1
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■精神保健福祉手帳交付者の現状

１級 ２級 ３級



- 20 -

、 （ ） 、 、精神障害の病類別に見ると 気分 感情 障害がもっとも多く 平成29年9月末で

全体の41.9％を占めており、次いで統合失調症、脳器質性精神障害の順になっていま

す。

(単位：人)

病 類 名 人数

135脳 器 質 性 精 神 障 害

25精 神 作 用 物 質 に よ る 精 神 及 び 行 動 障 害

294統 合 失 調 症

476気 分 （ 感 情 ） 障 害

60神 経 症 性 障 害

5成 人 の 人 格 及 び 行 動 の 障 害

32知 的 障 害

72て ん か ん

38そ の 他

1,137合 計

（注）平成29年9月末現在

資料：渡島保健所

脳器質性精神障害

(11.9%)

精神作用物質による精神及び行動の障害

(2.2%)

統合失調症

(25.9%)

気分（感情）障害

(41.9%)

神経症性障害

(5.3%)

成人の人格及び行動の障害

(0.4%)

知的障害

(2.8%)
てんかん

(6.3%)

その他

(3.3%)

■精神障がいの病類別の現状
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てんかん

その他
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■精神障がいの年齢階層別に見る病類別の現状

(単位：人)

0～24歳 25～44歳 45～64歳 65歳以上 合 計

- 4 11 120 135脳 器 質 性 精 神 障 害

1 5 10 9 25精神作用物質による精神及び行動障害

4 94 118 78 294統 合 失 調 症

9 169 198 100 476気 分 （ 感 情 ） 障 害

2 31 23 4 60神 経 症 性 障 害

- 3 2 - 5成人の人格及び行動の障害

1 11 10 10 32知 的 障 害

13 25 21 13 72て ん か ん

7 18 7 6 38そ の 他

37 360 400 340 1,137合 計

（注）平成29年9月末現在 資料：渡島保健所

■精神障がいの病類別の入院・通院の現状

(単位：人)

入 院 通 院

措 置 医療保 その他 58条によ その他 その他 合 計
小 計 小 計

入 院 護入院 の入院 る通院※ の通院

- 34 32 66 28 19 47 22 135脳器質性精神障害

- 6 5 11 5 2 7 7 25精神作用物質による精神及び行動障害

- 26 30 56 164 19 183 55 294統 合 失 調 症

- 10 14 24 238 16 254 198 476気分（感情）障害

- 2 2 4 34 3 37 19 60神 経 症 性 障 害

- - - - 4 - 4 1 5成人の人格及び行動の障害

- 6 5 11 8 9 17 4 32知 的 障 害

- - 2 2 44 4 48 22 72て ん か ん

- 1 1 2 8 6 14 22 38そ の 他

- 85 91 176 533 78 611 350 1,137合 計

（注）平成29年9月末現在 資料：渡島保健所

※ 障害者総合支援法第58条の規定による通院。この制度により、病院又は診療所で

通院による医療を受ける場合に、医療費の自己負担が軽減されます。
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４ 特別支援学級の設置状況

平成29年9月30日で小学校の特別支援学級数は27学級、中学校は8学級、合計で35学級とな

。 、 、 、 。っています 在籍児童・生徒数は 小学校が75人 中学校30人 合計105人となっています

特別支援学級数の合計は、ほぼ変わりませんが、在籍児童・生徒数の合計は平成25年度

の68人から平成29年度は105人となっており、1.5倍に増加しています。

(単位：人)

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

53 53 63 71 75小 学 校 児 童 数

15 18 30 30 30中 学 校 生 徒 数

68 71 93 101 105合 計

24 23 23 25 27小 学 校 学 級 数

9 10 12 8 8中 学 校 学 級 数

33 33 35 33 35合 計

資料：北斗市教育委員会、各年９月３０日現在
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■特別支援学級児童・生徒数の推移

小学校児童数 中学校生徒数
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第２節 北斗市における障がい者福祉に関する調査

在宅者等編（施設入所者以外の方のアンケート調査）

この調査は、身体障害者手帳、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて

いる人の中から障がい者施設などに入所している人を除き1,200人を無作為に抽出し、

アンケート調査書を郵送配付して行い595人の回答がありました。

回答のあった人は、身体障害者手帳を所持している人が482人（53.6％ 、療育手帳を）

所持している人が71人（35.5％ 、精神障害者保健福祉手帳を所持している人が35人（3）

5.0％ 、手帳の種類の無回答の人が7人（0.5％）となっています。）

障がいの程度や年齢階層の割合については、北斗市の「障がいのある人の現状」とこ

の調査に回答のあった人の「手帳の所持状況」と「年齢構成」を比べてもほぼ同様の状

況となっています。

【回答者の状況】

●年齢階層

0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人 140人 160人

10代未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

９０代

無回答

10人

24人

21人

32人

35人

62人

131人

144人

112人

15人

9人

0人 200人 400人

身体障害者手帳所持者

療育手帳所持者

精神障害者保健福祉手帳所持者

無回答

482人

71人

35人

7人

■各種手帳の所持状況
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100人

150人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

146人

66人
79人

146人

23人 22人

●身体障害者手帳の所持者

0人

30人

60人

Ａ Ｂ

16人

55人

●療育手帳の所持者

0人

10人

20人

30人

40人

１級 ２級 ３級

4人

21人

10人

●精神障害者保健福祉手帳

の所持者
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１ 障がいのある人の状況

１ 健康状態について

現在の健康状態については 「健康」が35.1％と最も多く、次いで「身体が弱くなっ、

ている」が33.9％、が「病気療養中」25.2％ 「寝たきり」が1.3％となっています。、

【現在の健康状態[全体]】

２ 障がいの種別について

アンケート回答者中、障がいの種別で最も多かったのは 「肢体不自由」で41.1％、、

次いで「内部障害」が21.6％となっています。

（複数回答）

（ ）障がい区分 実数（人） 割合 ％

19 2.5視覚障害

49 6.5聴覚または平衡機能の障害

16 2.1音声機能 言語機能またはそしゃく機能の障害、

310 41.1肢体不自由

163 21.6内部障害

48 6.4知的障害

19 2.5てんかん

31 4.1精神障害

40 5.3発達障害

28 3.7特定疾患（難病）

4 0.5高次脳機能障害

26 3.4その他

1 0.1無回答

754 100.0合 計

0人

50人

100人

150人

200人

250人

健康 身体が弱くなっている 寝たきり 病気療養中 無回答

209人 202人

8人

150人

26人
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３ 介護保険の認定状況について

介護保険の認定状況については、40歳以上の92人（20.9%）が要介護認定を受けてい

ます。

【介護保険の認定状況[40歳以上]】

（ ）要介護認定区分 実数（人） 割合 ％

23 5.2要支援１

34 7.7要支援２

18 4.1要介護１

7 1.6要介護２

3 0.7要介護３

5 1.1要介護４

2 0.5要介護５

1 0.2非該当の判定だった

1 0.2申請中

347 78.7認定を受けていない

441 100.0合 計

４ 障害支援（程度）区分の認定状況について

障害支援区分の認定状況については、56人で9.4％の人が障害支援区分の認定を受け

て、障害福祉サービスを利用していると想定することができます。

【障害支援区分の認定状況】

（ ）障害支援区分 実数（人） 割合 ％

10 1.7区分１

15 2.5区分２

16 2.7区分３

9 1.5区分４

1 0.2区分５

5 0.8区分６

388 65.2認定を受けていない

151 25.4無回答

595 100.0合 計
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２ 世帯の状況

１ 世帯の状況について

障がいのある人の世帯の状況については 「２人世帯」が41.7％と最も多く、次いで「３、

人世帯」が20.3％ 「ひとり暮らし」が13.9％と続いています。、

【世帯人員の構成比率】

【世帯の人数】

人数

83ひとり暮らし

248２人世帯

121３人世帯

75４人世帯

30５人世帯

23６人以上

15無回答

595合 計

２ 同居者の状況について

、「 」 、 「 」 、同居者の状況については 配偶者 が32.3％と最も多く 次いで 子ども が17.4％

「母親」が12.8％となっています。

【同居者の状況】－複数回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(13.9%) (41.7%) (20.3%) (12.6%)
(5.0%)

(3.9%) (2.5%)

ひとり暮らし

２人世帯

３人世帯

４人世帯

５人世帯

６人以上

無回答

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

父

母

配偶者

配偶者の父

配偶者の母

きょうだい

子ども

子どもの配偶者

祖父母

孫

いない

グループホーム等

その他

74人
115人

291人
5人

10人
61人

157人
29人

11人

39人
87人

12人
10人
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３ 介護（介助）等の状況

１ 介護（介助）者等について

主に介護や介助、援助をしている人（以下「支援者」という ）については 「配偶者」。 、

が31.1％と最も多く、次いで「介護は受けていない」が17.6％となっています。

【主な介護（介助・援助）者の状況】

２ 介護（援助）等での不安について

介護（援助）等で感じていることについては 「支援者の健康に不安がある」が15.6、

％と最も多く、次いで「緊急時の対応 （13.6％）と続いています。」

【介護（介助・援助）での不安[全体]】－複数回答

0人 50人 100人 150人 200人

父

母

配偶者

配偶者の父または母

きょうだい

子ども

子どもの配偶者

祖父母

親戚

ホームヘルパー

施設等の職員

その他

介護は受けていない

無回答

8人

67人

185人

2人

22人

82人

7人

1人

2人

15人

16人

10人

105人

73人

0人 50人 100人 150人 200人

支援者の健康に不安がある

代わりに支援を頼める人がいない

緊急時の対応に不安がある

身体的な負担が大きい

精神的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

支援者が仕事に出られない

支援者が外出できない

支援者に休養する時間がない

支援者が高齢であることに不安がある

その他

特にない

144人

87人

125人

85人

81人

88人

24人

43人

32人

87人

12人

113人
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４ 日常生活の状況

１ 日常生活での動作について（身体障がいのある人）

身体障がいのある人の日常生活での動作については、全ての項目において75%以上の

人が「自分でできる 「時間をかければ自分でできる」と回答していますが 「外出 、」、 、 」

「買い物」においては、他の項目と比べて若干低い割合となっております。

【身体障がいのある人の日常生活動作】

0% 25% 50% 75% 100%

①歩行

②食事

③トイレ

④きがえ

⑤入浴

⑥炊事

⑦洗濯

⑧掃除

⑨外出

⑩服薬管理

⑪金銭管理

⑫買い物

⑬食事の準備

⑭電話の使用

⑮緊急時の連絡

⑯戸締まりなど

333

391

393

375

340

267

282

266

279

361

344

266

273

354

317

340

71

37

29

45

45

67

70

65

47

30

28

56

72

30

49

55

1

5

2

2

5

9

5

9

7

8

5

6

9

7

11

4

22

3

8

10

20

27

18

27

36

7

11

40

24

12

15

8

18

12
14

14

34

33

31

39

61

29

31

55

35

30

31

31

自分でできる

時間をかければ自分でできる

声かけやうながしがあるとできる

時々または一部に介助が必要

常に介護や介助が必要

0% 25% 50% 75% 100%

⑰会話及び意思伝達 357 73 11

だれとでも通じる 身近な人なら通じる 通じない
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２ 日常生活での動作について（知的障がいのある人）

知的障がいのある人の日常生活での動作については 歩行 食事 トイレ き、「 」、「 」、「 」、「

がえ 「入浴」などの動作については 「自分でできる 「時間をかければ自分ででき」、 、 」、

る」と６割以上の人が回答していますが 「炊事 「外出 「服薬管理 「金銭管理」、 」、 」、 」、

において「自分でできる 「時間をかければ自分でできる」と回答する人が少なくな」、

っています。

【知的障がいのある人の日常生活動作】

0% 25% 50% 75% 100%

①歩行

②食事

③トイレ

④きがえ

⑤入浴

⑥炊事

⑦洗濯

⑧掃除

⑨外出

⑩服薬管理

⑪金銭管理

⑫買い物

⑬食事の準備

⑭電話の使用

⑮緊急時の連絡

⑯戸締まりなど

54

53

53

49

47

10

23

25

22

22

11

25

23

28

27

28

2

1

2

2

6

9

7

3

3

8

7

5

6

3

6

5
2

2

2

9

8

10

5

8

3

6

17

9

7

8

2

3

5

8

7

9

6

4

9

3

6

9

8

6

6

5

5

4

5

5

8

26

18

15

24

27

34

17

11

14

19

17

自分でできる

時間をかければ自分でできる

声かけやうながしがあるとできる

時々または一部に介助が必要

常に介護や介助が必要

0% 25% 50% 75% 100%

⑰会話及び意思伝達 14 45 7

だれとでも通じる 身近な人なら通じる 通じない
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３ 日常生活での動作について（精神障がいのある人）

精神障がいのある人の日常生活での動作については、ほとんど「自分でできる 「時」、

間をかければ自分でできる」と回答していますが 「炊事」及び「外出」については、、

割合が低くなっています。

【精神障がいのある人の日常生活動作】

0% 25% 50% 75% 100%

①歩行

②食事

③トイレ

④きがえ

⑤入浴

⑥炊事

⑦洗濯

⑧掃除

⑨外出

⑩服薬管理

⑪金銭管理

⑫買い物

⑬食事の準備

⑭電話の使用

⑮緊急時の連絡

⑯戸締まりなど

29

30

31

29

27

20

23

20

16

22

18

15

20

25

21

22

1

2

1

3

1

3

3

4

4

4

5

8

6

4

5

4

1

1

1

4

3

4

3

4

2

3

2

3

3

2

1

3

1

1

3

1

3

3

1

1

1

0

0
0

0
2

3

3

3

6

3

6

3

1

3

3

3

自分でできる

時間をかければ自分でできる

声かけやうながしがあるとできる

時々または一部に介助が必要

常に介護や介助が必要

0% 25% 50% 75% 100%

⑰会話及び意思伝達 18 14 0

だれとでも通じる 身近な人なら通じる 通じない
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４ 悩みや相談事について

悩みや相談したいことについては 「自分の病気や障がいのこと」が23.3％と最も多、

く、次いで「自分の介護」が17.1％ 「家族の健康」が11.1％となっています。、

【悩みや不安（全体 】－複数回答）

【悩みや不安（全体 】－複数回答）

（ ）項目 実数（人） 割合 ％

269 23.3自分の病気や障がいのこと

128 11.1家族の健康のこと

28 2.4自分の学校や仕事のこと

113 9.8自分や家族の経済的なこと

12 1.0日中の活動（居場所）の確保

51 4.4住まいのこと

198 17.1自分の介護

95 8.2家族の介護

24 2.1家族・親族との関係

14 1.2友人・知人・隣人との関係

77 6.7緊急時の対応

127 11.0特にない

19 1.6その他

1,155 100.0合 計

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

自分の病気や障がいのこと

家族の健康

自分の学校・仕事のこと

自分や家族の経済的なこと

日中の活動（居場所）の確保

住まいに関すること

自分の介護

家族の介護

家族・親族との関係

友人・知人・隣人との関係

緊急時の対応

特にない

その他

269人

128人

28人

113人

12人

51人

198人

95人

24人
14人

77人

127人

19人
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５ 相談する相手について

相談する相手については 「家族・親族」が46.3％と最も多く、次いで「医療機関」、

が10.7％ 「友人・知人」が10.1％となっています。、

【相談先（全体 】－複数回答）

0人 100人 200人 300人 400人 500人 600人

家族・親族

友人・知人

学校・幼稚園・保育園

会社・職場

ホームヘルパー

ソーシャルワーカー

医療機関

福祉施設等

市役所等公的機関

特定相談支援事業所

療育・発達等の相談支援事業所

就職・就労等の相談支援事業所

社会福祉協議会・包括

民生委員・児童委員

児童相談所

公共職業安定所

障がい者・児の団体

その他

どこに相談したらよいかわからない

障がいのため相談に行けない

特にいない・相談はない

491人

107人

13人

16人

21人

8人

114人

41人

58人

16人

7人

3人

24人

20人

3人

4人

7人

13人

44人

10人

41人
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６ 外出する頻度と交通手段について

外出する頻度については 「週に４日以上」が33.6％と最も多く、次いで「週に２、、

３日」が28.4％ 「週に１日」が12.4％となっています。、

外出するときの交通手段については 「自家用車（家族などの運転 」が26.4％と最、 ）

も多くなっています。

【外出頻度（全体 】）

【交通手段（全体 】－複数回答）

0人 50人 100人 150人 200人 250人

週に４日以上

週に２、３日

週に１日

月に２、３日

月に１日

年に数日

外出できない

外出しない

無回答

200人

169人

74人

68人

19人

14人

11人

8人

32人

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

徒歩

車いす

自家用車（本人の運転）

自家用車（家族などの運転）

自転車・オートバイ

バス・電車・汽車

タクシー

施設・病院などの送迎車

その他

158人

14人

219人

264人

51人

140人

87人

57人

8人
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７ 外出したときに困ること

、「 」 、外出したときに困ることについては 困ることはない が19.5％と最も多い一方で

８割以上の人が外出時に何らかの不便を感じてます。

【外出したときに困ること（全体 】－複数回答）

0人 50人 100人 150人 200人 250人

歩道や通路に段差がある

階段の昇降が困難

歩道や通路に障害物が多い

標識・表示の案内がわかりにくい

列車・バス・タクシーなどの乗り降り

階段や通路に手すりがない

障がい者用のトイレがない

駅構内の移動、乗り換え

点字ブロックが整備されていない

点字やひらがな表示の案内板がない

盲導鈴がない

障がい者用の駐車場や停車スペースがない

乗車券の購入・料金の支払いが困難

緊張したときにどうしたらよいかわからない

公衆電話がない

休憩する場所がない

介助者がいない

人に手助けを頼みにくい

周囲の目が気になる

人と話すことがむずかしい

困ることはない

その他

116人

137人

34人

17人

58人

51人

29人

50人

3人

4人

2人

36人

24人

45人

48人

60人

26人

45人

46人

42人

216人

16人
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５ 住まいの状況

１ 暮らしているところ

暮らしているところについては 「自宅（家族の住まい、社宅なども含む）で暮らし、

」 、 「 」 、「 」ている が85.4％と最も多く 次いで 病院に入院中 が1.5％ グループホームなど

が1.3％となっています。

、「 （ ）」自宅で暮らしていると回答した人の住まいについては 持ち家 家族所有を含む

と回答した人は79.9％で、次いで「民間の賃貸住宅」が10.0％ 「公営住宅」が8.1％、

となっています。

【暮らしているところ（全体 】）

【自宅の内訳（全体 】）

２ 将来の生活の場について

将来的に希望している生活の場は 「自宅」が77.6％と最も多くなっています。、

【将来の生活の場】

0人 100人 200人 300人 400人 500人

持ち家（一戸建て）

持ち家（マンションなど）

民間の賃貸住宅

公営住宅

その他

401人
5人

51人
41人

10人

0人 100人 200人 300人 400人 500人 600人

自宅（家族の住まい、社宅なども含む）

社会福祉施設

介護保険施設

病院に入院中

グループホームなど

その他

無回答

508人

5人

0人

9人

8人

1人

64人

0人 100人 200人 300人 400人 500人

自宅

社会福祉施設

介護保険施設

グループホームなど

その他

無回答

462人
15人
23人
22人
27人

46人
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６ 学校教育や療育の状況

１ 教育環境に望むもの

教育環境に望むものについては 「普通学校の特別支援学級で専門的なサポートを受、

けられる環境」が30.0％と最も多く、次いで「特別支援学校で専門的な教育やサポート

を受けられる環境」が18.3％、となっています。

【希望する教育環境（通園・通学者 】－複数回答）

２ 学校、保育園、幼稚園で生活する上での問題

学校、保育園、幼稚園で生活する上での問題については 「通園・通学手段が大変」、

が16.3％と最も多くなっています。

【学校、保育園、幼稚園での問題（通園・通学者 】－複数回答）

0人 5人 10人 15人 20人

普通学校で他の児童・生徒と一緒に教育を受けられる環境

普通学校の特別支援学級で専門的なサポートを受けられる環境

特別支援学校で専門的な教育やサポートを受けられる環境

その他

わからない

10人

18人

11人

4人

17人

0人 5人 10人 15人 20人 25人

通園・通学手段が大変

学習サポート体制が不十分

必要な設備が不十分

園内・校内での介助が不十分

進路指導が不十分

福祉教育が不十分

友だちができない

職員の理解が得られない

家族の同伴を求められる

その他

特にない

わからない

14人

5人

5人

3人

2人

9人

2人

9人

2人

3人

10人

22人
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３ 卒業後の対策に望むこと

卒業後の対策に望むことについては 「障がい者雇用の拡大」が22.8％と最も多く、、

次いで「通所施設の充実」が20.2％となっています。

【卒業後の対策（通園・通学者 】－複数回答）

0人 5人 10人 15人 20人 25人 30人

障がい者雇用の拡大

訓練機関の整備

通所施設の充実

レクリエーション等を行う施設の充実

入所施設の充実

その他

わからない

特にない

26人

13人

23人

10人

9人

1人

16人

16人
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７ 保健・医療の状況

１ 通院（リハビリ）の状況について

通院（リハビリ）については 「月に１日」が32.9％で 「月に２、３日」が21.0％、 、

となっています。

【通院・リハビリの頻度（全体 】）

２ 受診で困っていること

受診で困っていることについては 「待ち時間が長い」が24.2％と最も多、

く、次いで「複数の病院に通院」が15.9％となっています。

【受診で困っていること（全体 】－複数回答）

0人 100人 200人 300人

週に４日以上

週に２、３日

週に１日

月に２、３日

月に１日

年に数日

入院中

往診や訪問看護を受けている

医療機関にかかっていない

無回答

18人
54人

36人
125人

196人

78人
12人

4人
45人

27人

0人 100人 200人 300人

付き添いをしてくれる人がいない

専門的な治療をする病院が近くにない

病院・診療所が遠い

往診や訪問看護をしてもらえない

十分なリハビリを受けられない

症状を正しく伝えられない

指示や説明がよくわからない

理解や経験のある医師が少ない

薬の飲み方や使い方がわからない

複数の病院に通院

医療費の負担が大きい

待ち時間が長い

発育・発達について相談するところがない

こころの病気について相談するところがない

特に困っていることはない

その他

39人
33人

87人
7人

11人
32人

27人
26人

5人
89人

25人
136人

42人
20人

196人
19人
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８ 就労の状況

１ 生活する上での収入について

、「 」 、生活する上での収入については 年金・特別障害者手当など が57.9％と最も多く

次いで「同居家族の給与・援助」が17.7％となっています。

【収入の状況（全体 】－複数回答）

２ 就労の状況について

就労の状況については 「仕事をしている」が26.4％ 「仕事をしていない」が56.5、 、

％となっています。

【就労の状況（全体 】）

0人 100人 200人 300人 400人

仕事をしている

仕事はしていない

無回答

157人

336人

102人

0人 100人 200人 300人 400人 500人

給与・賃金

通所施設などの工賃

同居家族の給与・援助

別居家族・親族の援助

事業収入

財産収入

年金・特別障害者手当など

その他

92人

25人

131人

4人

23人

8人

429人

29人
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３ 仕事をしていない理由

、「 」 、仕事をしていない理由については 仕事をする年齢ではない が31.5％と最も多く

次いで「障がいが重い、病弱なため」が13.7％となっています。

【仕事をしていない理由（仕事をしていない人 】－複数回答）

４ 就業形態について

就業形態については 「アルバイト・パートなど」が29.3％と最も多く、次いで「正、

社員・正職員」が24.4％ 「福祉的就労」が20.1％となっています。、

【就業形態（仕事をしている人 】）

0人 50人 100人 150人 200人 250人

まだ児童・生徒のため

障がいが重い、病弱なため

仕事をする年齢ではない

受け入れてくれる職場がない

賃金など労働条件が合わない

通勤が困難

自分に合う（できる）仕事がない

家事・育児・介護のため

仕事をする必要がない

どこに相談したらよいのかわからない

その他

26人

62人

142人

43人

7人

12人

38人

11人

49人

11人

50人

0人 10人 20人 30人 40人 50人

正社員・正職員

アルバイト・パートなど

福祉的就労

自営業

内職・自営業の手伝い

その他

40人

48人

33人

26人

10人

7人
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５ 障がいのある人が働くための条件について

仕事をしていない人が働くための条件については 「職場内で障がい者に対する理解、

」 、 「 」があること が16.5％と最も多く 次いで 障がいの状況に合わせた仕事内容であること

が16.1％となっています。

【働くための条件（全体 】－複数回答）

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

通
勤
や
移
動
の
支
援
・
配
慮
が
あ
る
こ
と
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い
の
状
況
に
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わ
せ
た
仕
事
内
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で
あ
る
こ
と
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務
日
数
・
時
間
が
柔
軟
で
あ
る
こ
と

職
場
内
で
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が
あ
る
こ
と

障
が
い
者
用
の
施
設
（
設
備
）
が
整
っ
て
い
る
こ
と

相
談
支
援
体
制
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
が
あ
る
こ
と

職
場
内
で
介
助
・
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

190人

235人

188人

241人

121人 130人

91人
108人

93人

7人

57人
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９ 社会参加活動等の状況

１ 趣味や学習、社会参加などの活動

この１年間に、趣味や学習、社会参加などの活動の状況については 「コンサートや映、

画の観賞、スポーツなどの観戦・見物」が20.2％と最も多く、次いで「市や町内会などの

催し・行事」が13.9％ 「レジャーやスポーツなどの活動」が13.6％となっています。、

【社会参加活動の状況（全体 】－複数回答）

２ 行わなかった理由について

、 「 」 、「 」趣味や学習 社会参加などの活動で 行わなかった 理由については 興味がない

が31.2％と最も多く、次いで「重度の障がいのため」が13.8％となっています。

【社会参加活動の不参加の理由（全体 】－複数回答）

0人 100人 200人 300人

コンサートや映画の観賞、スポーツなどの観戦・見物

レジャーやスポーツなどの活動

学習活動やサークル活動

ボランティア活動

障がい者団体などの活動

市や町内会などの催し・行事

福祉施設などの催し・行事

その他

行わなかった

138人

93人

42人

23人

25人

95人

47人

23人

196人

0人 20人 40人 60人 80人 100人

重度の障がいがあるため

移動の手段がない

仲間がいないため

参加できる活動や行事がないため

支援者・介助者がいないため

活動や行事などの情報がないため

興味がない

その他

38人

15人

25人

31人

7人

36人

86人

38人
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10 地域の防災について

１ 災害時の不安について

災害時の不安については 「避難（移動）の際の不安」が32.0％と最も多く 「避難、 、

先での不安」が31.3％ 「情報が伝わってこない場合の不安」22.0％となっており、災、

害に対する不安の高さが伺えます。

【災害時の不安（全体 】－複数回答）

２ 避難所で困ることについて

避難所で困ることについては 「薬や医療のこと」が23.5％と最も多く、次いで「ト、

イレ」が23.0％ 「プライバシー保護」が16.4％となっています。、、

【災害時の不安（全体 】－複数回答）

0人 100人 200人 300人

情報が伝わってこない場合の不安

避難（移動）の際の不安

避難先での不安

その他

特にない

わからない

200人

291人

285人

12人

69人

53人

0人 100人 200人 300人

トイレ

プライバシー保護

コミュニケーションのこと

介助・介護してくれる人のこと

薬や医療のこと

補装具や日常生活用具のこと

その他

特にない

わからない

282人

201人

112人

103人

288人

104人

21人

46人

70人
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11 地域福祉や障がいへの地域での理解

１ 地域の理解と社会的な支援について

地域の理解や地域・行政の社会的な支援については 「進んできている 「多少は進、 」、

んできている」が合わせて33.7％となっており 「多少後退してきている 「後退して、 」、

きている」の合計3.7％を大きく上回る回答となっています。

【支援の状況】

２ 障がいに対する市民の理解を深めるための方法について

市民の理解を深めるための方法として 「障がいのある人と市民が交流できるイベン、

」 、 「 」トを充実させる が15.0％と最も多く 次いで 学校における福祉教育を充実させる

が13.5％ 「スポーツ・レクリエーション、文化活動など地域行事を通して地域住民と、

交流を深める」が12.3％となっています。

【支援の状況（全体 】－複数回答）

0人 50人 100人150人200人

スポーツ・レクリエーション、文化活動など地域行事を通して地域住民と交流を深める

障がいのある人と市民が交流できるイベントを充実させる

市民・企業を対象とした福祉に関する講演会・学習会を開催する

福祉施設を地域に開放し、地域の人との交流を図る

学校における福祉教育を充実させる

障がい者団体や関係グループの活動をＰＲする

ボランティア活動への支援やボランティアの育成を図る

その他

特にない

106人

129人

73人

84人

116人

96人

98人

17人

142人

進んできている

(13.4%)80

多少は進んできている

(20.3%)
121

どちらともいえない

(27.2%)162
多少後退してきている

(1.7%)10

後退してきている

(2.0%)12

わからない

(25.7%)
153

無回答

(9.6%)57
進んできている

多少は進んできている

どちらともいえない

多少後退してきている

後退してきている

わからない

無回答
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３ 地域生活で必要と思われる施策について

地域で生活するために必要と思われる施策については 「年金や手当など経済的な援助、

を増やしてほしい」が18.0％と最も多く、次いで「周囲の人の理解を深めてほしい」が10.7

％となっています。

【支援の状況（全体 】－複数回答）

0人

50人

100人

150人

200人

250人

毎
日
の
生
活
の
手
助
け
を
も
っ
と
し
て
ほ
し
い

買
い
物
や
映
画
鑑
賞
な
ど
の
外
出
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い

周
囲
の
人
の
理
解
を
深
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て
ほ
し
い

障
が
い
の
あ
る
人
が
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け
る
事
業
を
増
や
し
て
ほ
し
い

就
労
に
向
け
た
訓
練
場
所
や
支
援
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い

福
祉
的
就
労
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を
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し
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ほ
し
い

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
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を
増
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ほ
し
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障
が
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適
し
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を
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て
ほ
し
い

外
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し
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す
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環
境
や
交
通
機
関
の
利
便
性
の
向
上
を
図
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て
ほ
し
い

グ
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プ
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ム
を
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備
し
て
ほ
し
い

入
所
施
設
を
整
備
し
て
ほ
し
い
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時
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、
要
支
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者
の
把
握
や
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方
法
、
避
難
先
の
確
保
な
ど
を
図
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て
ほ
し
い

い
つ
で
も
何
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
し
て
ほ
し
い

年
金
や
手
当
な
ど
経
済
的
な
援
助
を
増
や
し
て
ほ
し
い

道
路
の
段
差
解
消
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
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ン
、
教
育
、
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活
動
に
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す
る
援
助
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し
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し
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祉
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
ほ
し
い

特
に
な
い

そ
の
他

24人

42人

125人

76人

29人 29人

46人

34人

102人

16人

29人

79人

102人

211人

21人 21人

103人

71人

9人
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12 その他、アンケート調査での意見・要望について

平成２９年１１月に行った、発達に関する不安や障がいを持つお子様の保護者の方か

らの自由記載欄に寄せられた意見や要望等について以下に記載します。

・学齢期の子のサービスは数多くできているが、成人した方のサービス、例えば児童デイ

の大人版みたいな者も増えると良い。

・現状では、成人の入所施設には空きがなく、グループホームの入居では支援者の手が足

りず難しい人もいる。成人向けの施設、もしくは２４時間支援者が常駐するグループホ

ームがもっと増えれば良い。

・学校の先生は、全員が、障がい特性、配慮、支援の知識を勉強していただきたい。学校

によって受けられる合理的配慮に差がある現状はおかしい。

・現在、施設入所しているが、高校を卒業した後に行かせたいところに入れない 「他の。

施設も考えてください」と周囲の人に言われるが、自分の子どもが終生生活するところ

を妥協できない。なぜ皆がその施設に殺到するのかを考えてほしいです。そういう支援

ができる施設を増やすことを積極的に取り組んでほしい。

・不登校になり、家にこもった状態になったため、１８歳前であっても（市の）医療助成

制度が受けられなかった。
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第３節 入所施設利用者の現状

１ 入所施設の利用状況

(1)入所施設の利用状況

入所施設の利用状況については、平成29年10月1日現在の施設入所者数は119人で、

市内の施設に入所している人が63人（52.9％ 、市外の施設に入所している人が56人）

（47.1％）となっています。

《入所施設の利用状況》

施 設 数 入 所 者 数
区 分

市 内 市 外 市 内 市 外

施設入所支援 24 7 17 112 63 49

療養介護 3 - 3 7 - 7

27 7 20 119 63 56合 計

(2)主たる障がい別の利用状況

主たる障がい別の利用状況については、平成29年10月1日現在で身体障がいのある

人が29人（24.4％ 、知的障がいのある人が90人（75.6％）となっています。）

《障がい別の利用状況》

入 所 者 数
区 分 施設数

身体障がい者 知的障がい者

施設入所支援 24 112 22 90

療養介護 3 7 7 0

27 119 29 90合 計
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２ 施設を利用している人の現状

(1)利用者の性別

ご本人の性別を見ますと、身体障がい者入所施設では「男性」が72.4％ 「女性」が27.6％、

となっており、知的障がい者入所施設では 「男性」が60.0％ 「女性」が40.0％となっ、 、

ています。

《利用者の性別》
（単位：人）

身 体 障 が い 者 知 的 障 が い 者施設区分

施設入所支援 療養介護 施設入所支援

性別

男 性 21 15 6 54

女 性 8 7 1 36

合 計 29 22 7 90

(2)利用者の年齢

利用者の年齢を見ますと、総数では「40代」が24.4％と最も多く、次いで「60代」が21.9

％ 、となっています。）

男性

(63.0%)

75人

男性

(72.4%)

21人

男性

(60.0%)

54人

総数

女性

(37.0%)

44人

身体障がい者入所施設

女性
(27.6%)

8人

知的障がい者入所施設

女性

(40.0%)

36人
男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

身体障がい者

知的障がい者

(1.7%)

(3.4%)

(1.1%)

(10.1%)

(6.9%)

(11.1%)

(12.6%)

(10.3%)

(13.3%)

(24.4%)

(3.4%)

(31.1%)

(10.9%)

(13.8%)

(10.0%)

(21.9%)

(44.8%)

(14.4%)

(11.8%)

(17.2%)

(10.0%)

(6.7%)

(0.0%)

(8.9%)

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上
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区分２
(0.8%)

区分３(4.2%)

区分４

(12.6%)

区分５

(30.2%)

区分６ (52.1%)

《利用者の年齢構成》
（単位：人）

身 体 障 が い 者 知 的 障 が い 者施設区分

施設入所支援 療養介護 施設入所支援 計
年齢区分

１０代 1 0 1 1 2

２０代 2 0 2 10 12

３０代 3 1 2 12 15

４０代 1 0 1 28 29

５０代 4 4 0 9 13

６０代 13 13 0 13 26

７０代 5 4 1 9 14

８０代以上 0 0 0 8 8

合 計 29 22 7 90 119

(3)利用者の障害支援（程度）区分認定状況

障害支援（程度）区分の認定状況

については 区分６ が52.1％ 区、「 」 、「

分５」が30.2％ 「区分４」が12.6、

％となっています。

《障害支援（程度）区分の認定状況》
（単位：人）

身 体 障 が い 者 知 的 障 が い 者施設区分

計施設入所支援 療養介護 施設入所支援
障害支援区分

区分１ - - - - 0

区分２ 1 1 - - 1

区分３ 4 4 - 1 5

区分４ 3 3 - 12 15

区分５ 4 4 - 32 36

区分６ 17 10 7 45 62

合 計 29 22 7 90 119
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